
令和８年１月２７日 

 

豊川市長 竹本 幸夫 殿 

 

豊川市特別職報酬等審議会 

会 長  今 泉 秀 哉 

 

特別職の報酬等について（答申） 

 

 令和７年１１月１４日付け諮問第１号で諮問のありました議会の議員の議員

報酬の額並びに市長、副市長及び教育長の給料の額について、慎重に審議した

結果、次の結論に達したので、ここに答申します。 

（写） 





答         申 

 

１ 議会の議員の議員報酬の額並びに市長、副市長及び教育長の給料の額につ

いて 

 ⑴ 報酬等の額 

   議会の議員の議員報酬の額並びに市長、副市長及び教育長の給料の額に

ついては、２．８％を上限として引上げ、次のとおりとすることが適当で

ある。 

 

議 長  月 額   ５７８，０００円（＋１５，０００円） 

副議長  月 額   ５２７，０００円（＋１４，０００円） 

議 員  月 額   ４９３，０００円（＋１３，０００円） 

 

市 長  月 額 １，１０２，０００円（＋３０，０００円） 

副市長  月 額   ９００，０００円（＋２４，０００円） 

教育長  月 額   ７９１，０００円（＋２１，０００円） 

                    注：かっこ内は現行との比較 

 ⑵ 改定の実施時期 

   改定の実施時期については、令和８年４月１日とすることが適当である。 

 

２ 審議会開催状況 

  第１回審議会   令和７年１１月１４日 

  第２回審議会   令和７年１２月２４日 

 

３ 審議経過及び内容 

  本審議会は、国や県、県内他市における特別職の報酬等の状況、特別職の

業績及び活動状況、本市の現在の経済状況、今後の社会情勢の見通し、本年

 



の人事院勧告等についての資料等を分析し、様々な角度から意見を述べ協議

をした結果、上記の結論に達した。 

 

  本審議会における主な審議内容は、次のとおりである。 

 

 ⑴ 特別職の報酬等の額の決定に当たっては、社会経済情勢や現下の本市に

おける財政状況、他市の状況等多角的な視点から検討を行う必要がある。 

 ⑵ 判断の参考となる人事院勧告において、民間給与水準を踏まえ、国家公

務員の指定職俸給表について令和６年は１．１％、令和７年は２．８％の

引上げが示されている。昨年度、本市の特別職報酬等審議会は開催されず、

特別職の報酬等の額を改正していないことを考慮すると、２年分を合算し

て３．９％引き上げることも選択肢の一つである。 

 ⑶ 日本経済は緩やかな回復基調にあるものの、物価上昇が続いており、物

価上昇に賃上げが追いついていないと感じている。また、人手不足も深刻

化しており、介護現場などでは、経営が苦しくとも人材確保のためには賃

上げを余儀なくされている。 

 ⑷ 市の財政状況は、２年前と比較しても大きな変化はなく、一定の財政基

盤が確保されていると判断される。今般、大型事業が続いており、今後も

本庁舎の建替え等が控えているものの、市税収入については、令和３年度

以降増加傾向にあることも検討する材料の一つである。 

 ⑸ 民間企業の賃上げの機運を考慮すると、特別職の報酬等を引上げること

は自然な流れである。しかし、特別職の年収増加に対する市民感情等に配

慮し、昨年度分の引上げを算入しないなど抑制的な引上げに留めるべきで

ある。 

 ⑹ 議員にあっては、市全体の発展のために、引き続き大きな役割を果たす

ことが期待されている。他市町村で議員のなり手不足という課題も聞こえ

てくる中、若い世代や優秀な人材の確保という観点からも、報酬の引上げ



を行い、適切な水準を維持していく必要がある。 

 

  以上の要素を総合的に勘案し、議会の議員の議員報酬の額並びに市長、副

市長及び教育長の給料の額については、２．８％を上限として引き上げるこ

とが妥当であるとの結論に達した。 

 

４ おわりに 

  今回の報酬等の引上げは、物価高騰や社会情勢の変化に対応し、職責に見

合う適切な評価を行うものである。しかしながら、現在も続く物価高騰は市

民生活に多大な影響を及ぼしており、依然として厳しい状況にあることを、

本審議会としても深く認識している。こうした中での報酬等の引上げは、市

民から厳しく注視されるものであることを、特別職の皆様には重く受け止め

ていただき、市民サービスのさらなる向上に向け、市民の期待に応えるべく

一層のご尽力をいただくことを強く切望する。 

  一方で、全国の働く世代を対象とした大手メディアによる調査「シティブ

ランド・ランキング－住みよい街 2025－」において、豊川市が全国２８位、

愛知県内２位という高い評価を受けたことは、非常に喜ばしい限りである。

これは、これまでの市政運営の成果であり、この良好な状況を維持し、さら

に高めていくためには、市政の舵取りを担う特別職の役割が極めて重要とな

る。議員並びに市長、副市長及び教育長におかれては、今後も豊川市のさら

なる発展と、多くの人に住み続けたい、住んでみたいと思われるような魅力

あるまちづくりに向け、その大きな職責を果たされることを期待するもので

ある。 



 豊川市特別職報酬等審議会 
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